
 

※基礎点数＝「注目血統・調教関連・前走不利・好走傾向等」のデータ入力前時点での評価点数 

 

 

 



【馬場傾向】 

土曜阪神芝は欧州型ノーザンダンサー系の 

影響力が強い印象を受けました。 

 

芝４鞍の３着以内馬１２頭の内、 

９頭が４Ｌ系統内に欧州型ノーザンダンサー系の血を 

持っておりました。 

 

また、短距離戦はありませんでしたが、 

１６００ｍ戦では父ロベルト系の２頭がワンツー。 

勝ったのは６人気のスクリーンヒーロー産駒でした。 

 

該当馬には注目血統の欄に「！」マークを付けております。 

 

 

【レースの傾向】 

近４年で一気に支配力を強化してきたのがロベルト系。 

 

土曜の傾向とも合致しますから、 

父か母父にロベルト系を持つ馬に注目です。 

 

距離ローテは、１６００ｍからの短縮ローテ組が中心。 

過去５年の３着以内馬１５頭の内１０頭が前走１６００ｍ。 



 

特に前走がＧ１阪神ＪＦで２桁人気だった馬の 

巻き返しが多く、回収期待値も高くなっております。 

 

その他のレース傾向は別紙ＰＤＦファイル参照 

 

 

【予想見解】 

◎６番シカゴスティング 

父：ロゴタイプ（欧サドラーズ系） 

母父：スクリーンヒーロー（ロベルト系） 

母の兄弟は若駒重賞で活躍。 

母の姉マルセリーナは桜花賞馬で、 

当コースのＧ２阪神牝馬Ｓ２着馬。 

 

前走のＧ１阪神ＪＦは２桁人気５着。 

 

テンションが高い馬なので、 

流れが速い１４００ｍへの短縮は好材料。 

 

 

○５番カルチャーデイ 

父：ファインニードル（欧フォーティーナイナー系） 



母父：マイネルラヴ（欧ミスプロ系） 

母の半妹は当レース３着馬。 

若駒の牝馬限定重賞に強い牝系ファミリー。 

 

父も母父もスプリント血統で距離短縮は大歓迎。 

 

鞍上が酒井Ｊと言うのは少し不安ですが・・・ 

 

土曜日に福永厩舎の「初陣＝初勝利」の夢を 

届くはずが無いような後方から追込み、 

逃げ切ったと確信した武豊殿のスキを突き 

ハナ差で交わし粉砕した情け容赦のない 

勝負魂に期待しましょう。 

 

 

▲２番ロゼフレア 

父：アンテロ（欧サドラーズ系） 

母父：欧ダンチヒ系 

祖母は仏国の１６００ｍ２歳牝馬Ｇ１勝ち馬。 

 

１４００ｍで初めて連を外した前走は、 

外回りコースでの瞬発戦で切れ負けしたもの。 

 



今回は内回りコースで持続力が活きやすい舞台設定。 

欧ＮＤ系の支配力が強い馬場傾向も味方すれば。 

 

 

★７番セシリエプラージュ 

父：ブリックスアンドモルタル（米ストームバード系） 

母父：キングカメハメハ（欧キングマンボ系） 

母は当レースの２着馬で桜花賞３着馬。 

ブリックスアンドモルタルの牝駒は当コースで２戦２勝。 

 

神騎乗が復活中のミルコ殿への乗り替りも素敵。 

 

 

☆４番エトヴプレ 

父：トゥーダーンホット（欧ミスプロ系） 

母父：欧デインヒル系 

父は英・愛の１４００ｍ・１６００ｍのＧ１ホース。 

母名フードは、英国の牝馬限定マイルＧ１ホース。 

 

１２００ｍからの延長ローテは、 

このレースでは残念ローテではありますが、 

血統構成から１２００ｍベストな訳がなさそうで、 

データブレイクに警戒したいと思います。 



 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連複３頭ボックス 

２番・３番・６番 

 

くまもん馬券 

単勝・複勝 ６番 

ワイド ６－２・３・４・５・７ 

 

ワイド３頭ボックス 

２番・５番・７番 

 

３連複フォーメーション３０点 

６－２・３・４・５・７－印全頭 


